
 
平成２９年度   学校自己評価 
 

 
                          浦和明の星女子中学・高等学校  
 
 

１、目指す学校像   一人ひとりの生徒を大切にする教育 
 
２、重点目標 

１) 学校全般 
       〇建学の精神(正・浄・和)を踏まえた「明の星教育」を中高一貫体制 

の中で実現する。 
 
生徒は、校訓について放送朝礼やアッセンブリ(全校集会)を通して 

自分の身近なこととして捉えようとした。 
 生徒は「みんな」の関係になるためにはどうしたらよいか具体的な 
指針を得ることができた。 
 教員は毎日の朝礼、終礼授業等日常の教育活動の中で校訓を意識し 
た指導がなされるよう努めた。 
 創立５０周年という節目にあることを踏まえ「明の星教育」の理解 
と推進を図る。 

                                  ＝達成度 A 
 
                                   
     ２）教育 
        〇中高一貫教育の中での新教育課程、生活指導の徹底をはかる。 
 
         進路指導において教員が生徒ときめ細かく面接を重ねる 
        生徒の現状を把握し、助言を与えた。 
         生徒が与えられる学習をこなすのではなく自ら学ぶ姿勢を持つこと 
        ができるよう働きかけた 
         中高一貫教育の中で進路指導の推進と生活指導の更なる充実を図る 

 
                        ＝達成度Ｂ 

                                  
 
 
 
 



      ３）広報 
         〇明の星教育を広報する方法を確立する。 
 
         入試が円滑、安全に行なえるよう配慮しながら業務を滞りなく行うこと 
         ができた。 
 
          本校の教育を望む受験生を確保するために、本校の教育内容と結びつ 
         いた広報に努める。 

                        ＝達成度Ａ 
 

                          
４）財務 

         〇計画的な財務管理を継続する。 
 
         予算執行事における確認によるとほぼ達成できた 
         今後とも更なる安定した財務管理に努める 

 
＝達成度Ｂ 
 
 

 
達成度  Ａ ほぼ達成  Ｂ 概ね達成  Ｃ 変化の兆し  Ｄ 不十分 



           平成２９年度学校関係者評価 
 
 
                        浦和明の星女子中学・高等学校 
 
 
日 時  ２０１８年３月１０日（土） １１：００～１２：４０ 
 
場 所  学園会議室 
 
出席者  学校関係 ：校長 高校教頭 中学教頭 事務長 
     正和会関係：梅谷会長 後藤副会長 吉田副会長 畠中副会長 
 
1)建学の精神(正・浄・和)を踏まえた「明の星教育」を中高一貫体制の中での実現。中高一貫教育の中

での進路指導の徹底。明の星教育を広報する方法を確立する。の三つを重点目標とし取り組んでい

る。 
 

  
2)教育方針・教育環境について 

 
   ・明の星で教育を受け大満足である。一人ひとりを大切にし、枠にはめることなく育てる人間教

育は魅力であり、保護者の考え方とも一致するので嬉しい。 
 
   ・部活動の種類が多く、活躍の場が多くあったのはよかった。 
 
   ・娘の個性を認め、長い目で見てくれたのはありがたかった。 
 
   ・先生方が時には厳しく、時に優しく接してくださったのはよかった。 
 
   ・地域の方々から褒められることもあり誇らしく思う。 
 
   ・些細ないざこざに対して、生徒同士でうまく問題解決を図っている。他の生 
    徒に相談できる環境にあり、アドバイスする生徒も分を弁えている。勉強も 
    生徒が優しく教えてくれる。 
   ・生徒を細かく見てくれて、自己管理する力を養ってくれた。周囲に守られた 

中、自分で考える力がつき受験も乗り越えられた。他の生徒の合格を心から 
喜べる優しさが備わった。 
 

   ・生徒同士縦のつながり、横のつながりがあり、強い絆で結ばれている。 
・人として生きていく力をつけてもらった。 



 
・人と競うことなく、他の生徒のすごさを認めている。また自分も他の生徒の 

世話を焼く。 
 

3)要望 
   ・教科担当の先生によって進度の差が出る。それをある程度コントロールして 

くれると嬉しい。保護者も進度の差については気にしている人も多い。 
   ・部活動で部員の人数が増え、練習場所の確保が難しい部分がある。 

 
以上 



平成 29 年度 浦和明の星女子中学・高等学校 第三者評価 
 

 
1. 学校全般    

○建学の精神(正・浄・和)を踏まえた「明の星教育」を中高一貫体制の中で実現する 
 

生徒は、校訓について放送朝礼やアッセンブリ(全校集会)を通して自分の身近なこととして捉えようとし

ている。今年度はさらに「みんな」の関係になるためにはどうしたらよいかを具体的な指針のもと、考える

時間が多く作られていた。 
教員は毎日の朝礼、終礼授業等日常の教育活動の中で校訓を意識した指導がなされるよう努めていた。創

立５０周年という節目にあることが全生徒・教職員に浸透していることが感じられた。 
    
    
2. 教育 
  ○中高一貫教育の中での新教育課程、生活指導の徹底をはかる。 
 

  進路指導において教員が生徒ときめ細かく面接を重ねる姿が見受けられた。また、生徒が与えられる学習

をこなすのではなく自ら学ぶ姿勢を持つことができるよう働きかけている。このことは、これからの社会に

おいて重要な要素だと考えられるので、今後もさらに主体性を伸ばす指導が期待される。 
 
 
3. 広報 

○明の星教育を広報する方法を確立する。 
 

   県内でも有数の大規模入試校であるが、円滑・安全に入試業務を行えている。 
広報活動としては、教育内容に準じた明の星らしい広報を行っていると考えられる。 

    
 
4. 財務 

〇計画的な財務管理を継続する。 
 

   計画的な財務管理状況にあると確認される。今後とも、更なる安定した財務管理がなされることが期待さ

れる。 
 

以上 


	学校自己評価　2018doc
	2018学校関係者評価
	浦和明の星女子　Ｈ29年度第三者評価

